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古口天嗜III河川麟に60人と共に参朝ヨ町公民館・地域を知る講座に参加 :

魅力ある植郷 ツツザキヤマジノギク』 報告 田中皓子会員

6月 3日は 天竜川河原ヘツツプキヤマジノギク保護のな 外来種団除活動に行つて来ました 今鋼まオ
オキンケイギクの大発生で、除革作業は大変でりL胤
ツツザキヤマジノギク|よ 自牛Ⅸ由lが以前より増えて、4Ⅸ陣|1己 まな

区国以外にも自生が見受けられるとの事でりL
さら|こ

…

のご褒美とばかり、秋咲き¨ こ 4本まど

春咲きしており、皆さ

…

ていまりL
堤先生から|よ これ力
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“

暁副嘉重Eな翻ま良いと、夢のような提案

があり、ツツザキヤマジノギクの明るい未来を感じまりL
皆で守り育てる世界に1つだけの花「ツツザキヤマジノギク」、可憐に咲

<姿が見られる秋の観察会が楽しみで硯

解説する堤 久先生 黙々と除草作業1蹴 遠轟め′lV頓肝烏罰舅卜・動

旱覇・HEXO下、ツツザキヤマジノギタ籠宥躍勁に多数の方と参加・覆 1

6月 3日早朝7時～9時、天竜川古町河川敷に自生する町天然記念物指定の希少植物・ツツザキヤマジ

ノギクの秋の開花を期待しながら、雑乾 駆除する活動が、町公民館刊嚇冶知る講座として行われ、上片

桐自然友の会からも3人が参加しました。上記に田中さんから一文を寄せてくれました。お孫さんと作業し

ている写真を入れて、紹介させていただきましL当 日は堤 久先生から、ツツザキヤマジノギクの特異性

や当地の自生を保護していくことの意輸 して礎 り、もつと多くの方に知らせて徳 ことが大事だと話

してくれました この活動には国土交通省天謝 |1上流河川事務所(所在:駒ヶ根刺 や株 )建設環境研究所

(棘)の全面的な協凡 あり、地元の松川町内民の関心を広げていくことが求められてし%と思いまし,電

開花する秋の10月 22日 (予0には観察会も設か れています。参加していきましょう。(米山義盛記)

上片桐自然友の会 06月の学習会第2弾

里山と-3・ オオカミはどこへ需潤菫・調獅 豪像 売富んは自開駐】

日時 6月25日 (日 )午後 4時～ 6時 場 所 上 片 桐 生 活 改 善 セ ン ター

日本各地に、ニホン
'錫
「カミを敷 という目撃精閣があります。かつて、生態系ピラミットの頂点にし先動物です。中山間

地の人々∝ らu先霧秘護コ靴って赫 した。ニホンわ樹A初 日に、人と:酵艶動物の関係を考え討 。(ヨ鰭百」り)

【籍 飾 なかたみつる】:1975年大分県大飼町生封LジャーナリスL―橋大学卒業:大学時代は山岳部に所風 登

山、既 平和、家族問題などレ ーマに執筆をおこなう。コン材カミのほか、対 カワウソや九州のツキノワグマなど絶滅したとされ

る動物の生存について検証しフリLポ″→/■を購豪こ発表。著書|ゴ子どもに会いたい親のための ンヽトフレク』(社会制 、

印勃も反戦の声が消えるとき』鰤 醐り。現在は長野県大鹿村に在住、りJ中央新幹線の反対運動についての嚇 オを続けて
いる。纏峯卦珂レカ助ミは消えたか?』 (旬報社2017年 1月刊)の著者紹介より)

鰤城 29年 6月 4日) お孫さ′此参加する田中さん

全員集合で自己紹介


